
AIが弁護士にもたらす構造変化

Executive Summary

日経記事「AI、弁護士に変革迫る　大手事務所、効率化へ米社提携や専門チーム　報酬体系見直す動きも」
が示している論点は、個別ニュースではなく、世界の大手法律事務所で進んでいる構造変化そのものだと整
理できる。公開情報を突き合わせると、変化はおおむね三つの軸に収れんする。第一に、HarveyやClearbrief
などのリーガルAI企業との提携・全所展開。第二に、AIを単なるIT導入ではなく、経営直轄の専門チーム、知
識管理、教育、人材配置まで含む「変革プログラム」として実装する動き。第三に、AIで時間が圧縮されるほ
ど、タイムチャージの論理が揺らぎ、固定価格・サブスク・価値ベース課金への移行圧力が強まるという点で
ある。 

公開事例の中では、A&O Shearmanがもっとも先行している。2023年のHarvey導入トライアルでは約3,500
人の弁護士が約40,000件のクエリを実行し、その後は約4,000人のスタッフがHarveyを利用、さらに
MicrosoftとHarveyを組み合わせたContractMatrixでは約2,000人の弁護士が日常利用し、契約レビュー時間
を30%削減、1契約あたり平均7時間の短縮と推計している。AshurstはHarveyのグローバル展開前に、411
人・23オフィス・14カ国規模の試行と、525人超・4,000クエリのHarveyパイロットを実施し、特定タスクで
45%〜80%の時間短縮を測定した。CMSは300人のパイロットから始め、3,000人超の初期展開で95%アク
ティブ利用を達成し、その後7,200人・50カ国超へ拡大している。日本では森・濱田松本法律事務所が
Harveyを全所展開し、越境案件や多言語対応、法改正の初期整理・速報化で定性的な効果を公表している。 

経済面では、AIは「便利な補助ツール」ではなく、収益モデルの再設計要因になっている。Thomson
Reutersは、法務専門職がAIにより年240時間近くを再配分できると見込み、可視的なAI戦略を持つ組織は、
持たない組織よりもAI起点の収益成長を経験しやすいとしている。いっぽうACCの調査では、法務部門の61%
が外部弁護士費用の価格体系見直しを求める意向を示し、58%は「法律事務所がAIによる効率化を価格に反
映していない」と回答した。Clioの2025年データでも、ミッドサイズ事務所の64%が固定価格、27%がサブ
スクを採用し、ソロ・小規模でも固定価格が広がっている。つまり、AIの普及は「工数を削る」だけでな
く、「価格の根拠を時間から価値へずらす」圧力を強めている。 

結論として、今後の競争構造は三層化しやすい。定型・大量処理を低価格で回す「価格競争層」、AIとナ
レッジ管理を一体運用して利益を守る「効率化層」、そして高度な判断・交渉・危機対応・AIガバナンス助
言で価値を担保する「戦略型専門家層」である。勝ち筋は、AI導入の有無ではなく、どの業務を標準化し、
どの業務を高付加価値化し、どの顧客にどの価格モデルを提示するかを明確にすることにある。 

日経記事の事実確認と全体像

本調査時点では、日経原文のフルテキストは確認できていない。そのため、以下は検索結果・関連掲載面の
痕跡・記事題名の一致度から行った「事実確認」である。ユーザー指定どおり、不明点は未指定とした。 
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https://chatgpt.com/?utm_src=deep-research-pdf
https://chatgpt.com/?utm_src=deep-research-pdf
https://www.aoshearman.com/en/news/ao-announces-exclusive-launch-partnership-with-harvey
https://www.aoshearman.com/en/news/ao-announces-exclusive-launch-partnership-with-harvey
https://www.thomsonreuters.com/content/dam/ewp-m/documents/thomsonreuters/en/pdf/reports/future-of-professionals-report-2025.pdf
https://www.thomsonreuters.com/en-us/posts/legal/lawyer-development-ai-enabled-law-firms/
https://smartwork.nikkei.co.jp/news/


確認
項目

内容 確認状況 出典

記事
タイ
トル

ユーザー提示題名は「AI、弁護士に変革迫る　大手事務
所、効率化へ米社提携や専門チーム　報酬体系見直す動き
も」。検索上は近似タイトルとして「AIが弁護士に変革迫
る　大手事務所は手探り、米社と提携や専門チーム」も確
認された

一部確認。表記ゆ
れの可能性あり

日経Smart
Work掲載
面・ブック
マーク痕跡

URL
候補URLは https://www.nikkei.com/article/
DGXZQOUB272H30X20C26A4000000/

URL候補を確認。
原文本文は未確認

ブックマー
ク痕跡 

発行
日

未指定

未確認。第三者
ブックマーク上で
は2026/05/15時点
の参照痕跡あり

第三者痕跡
のみ 

版 未指定 未確認 同上 

要旨

大手法律事務所が、米国系リーガルAI企業との提携やAI専
門チームの整備を通じて、調査・レビュー・ドラフトなど
の効率化を進め、その結果として報酬体系の見直し圧力も
生じつつある、という問題意識

高い蓋然性で確
認。記事題名と市
場実態が一致

日経題名痕
跡と公開事
例の整合性

上表のとおり、原文の版・日付・完全一致見出しは未指定だが、記事が扱っているはずの論点は、公開され
ている法律事務所・リーガルAI企業・調査会社の一次情報と高い整合性を持つ。したがって、本レポートでは
日経記事を「市場変化の問題提起」と位置づけ、その射程を公開データで深掘りした。 

米国リーガルAI提携の比較

公開されている提携・導入事例を比較すると、現時点で最も情報開示が進んでいるのはHarveyであり、A&O
Shearman、Ashurst、CMS、Mori Hamada & Matsumotoなどが代表例になる。これに対し、訴訟文書・立
証支援寄りではClearbriefとDykemaの事例が目立つ。なお、公開数字の多くは事務所またはベンダーの自己
申告であり、第三者監査済みのROIはまだ限定的である。 

AI企業
提携先法律
事務所

公表
時期

提携・導入内容
導入効果・公開数
値

評価ポイ
ント

出典

Harvey
A&O
Shearman

2023–
2026

全所導入。
Harvey本体に
加え、
Microsoft・
Harveyと連携
した
ContractMatrix
を内製・外販

2023年トライアル
で約3,500人が約
40,000件のクエ
リ。現在は約4,000
人スタッフが
Harveyを利用。平
均で週2〜3時間を
再獲得。
ContractMatrixは
約2,000人が日常
利用し、契約レ
ビュー時間を30%
削減、1件平均7時
間短縮と推計

もっとも
数値開示
が厚い。
AIを「導
入」で終
わらせ
ず、プロ
ダクト化
して収益
源にもし
ている

A&O公
式・
Harvey顧
客事例 
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https://smartwork.nikkei.co.jp/news/
https://b.hatena.ne.jp/entry/s/www.nikkei.com/article/DGXZQOUB272H30X20C26A4000000/
https://aws.amazon.com/jp/what-is/generative-ai/
https://smartwork.nikkei.co.jp/news/
https://smartwork.nikkei.co.jp/news/
https://www.aoshearman.com/en/news/ao-announces-exclusive-launch-partnership-with-harvey
https://www.harvey.ai/customers/a-and-o-shearman
https://www.aoshearman.com/en/news/ao-announces-exclusive-launch-partnership-with-harvey


AI企業
提携先法律
事務所

公表
時期

提携・導入内容
導入効果・公開数
値

評価ポイ
ント

出典

Harvey Ashurst 2024

事務所初の信頼
できる生成AI
パートナーとし
て全所展開。弁
護士だけでなく
Business
Servicesにも開
放

4,000人超の弁護
士・スタッフに提
供。パイロットは
525人超、23オ
フィス、4,000ク
エリ。別途、411
人・23オフィス・
14カ国で3回の
GenAI試行を実施
し、特定作業で
80%（英国会社法
関連書類初稿）、
59%（業界調査レ
ポート）、45%
（法律ブリーフィ
ング初稿）の時短
を測定

導入前に
大規模試
行を行
い、精
度・教
育・ガー
ドレール
を先に整
えた事例

Ashurst公
式・
Ashurst調
査レポー
ト・
Harvey顧
客事例 

Harvey CMS
2025–

2026

Legal Tech/
Innovation主導
の変革プログラ
ムとして導入。
試行後に全所拡
大

初期展開では
3,000人超の弁護
士に広がり、その
95%がアクティブ
ユーザー。最終的
に7,200人、50カ
国超へ拡大

ROIより
も「利用
定着率」
が強く、
カル
チャー変
革の成功
例

Harvey顧
客事例 

Harvey
Mori
Hamada &
Matsumoto

2025–
2026

自社生成AI基盤
を持ちながら、
法律ワークフ
ロー特化AIとし
てHarveyを全
所展開

律師が1日に複数
回クエリを実行。
要約・表作成では
「数時間」を節
約。新法の解説、
クライアント向け
初稿、多言語翻
訳・越境案件整理
を高速化

日本の大
手事務所
による米
国発リー
ガルAI導
入の代表
例

Harvey顧
客事例 
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https://www.ashurst.com/en/who-we-are/our-news-work-market-recognition/ashurst-launches-global-harvey-partnership-following-extensive-firmwide-trial/
https://www.harvey.ai/customers/cms
https://www.harvey.ai/customers/mori-hamada-and-matsumoto


AI企業
提携先法律
事務所

公表
時期

提携・導入内容
導入効果・公開数
値

評価ポイ
ント

出典

Clearbrief Dykema 2025

Microsoft Word
内でのAIドラフ
ティング、事
実・証拠リン
ク、引用確認を
全所展開

2023年に上訴チー
ムから先行導入
し、2025年に全所
展開。起案・証拠
分析・日常訴訟手
続で「significant
efficiency
improvements」
と公表。加えて、
Clearbrief自体の
一般的導入効果と
してClioは平均週7
時間の時短を紹介

訴訟文
書・引用
管理・証
拠との対
応づけに
強い。
Dykema
固有の数
値は限定
的

Clearbrief
公式・
Clio公式 

上表から見えるのは、提携の「勝ち筋」が単一ではないことだ。A&O型はAIを中核プロダクトに接続して外
販まで伸ばすモデル、Ashurst型は全社試行と教育を先に整えるモデル、CMS型は利用定着率を主要KPIにす
るモデル、MHM型は越境・多言語案件を起点に価値を出すモデル、Dykema型は訴訟文書支援に絞り込むモ
デルである。つまり、同じ「米国リーガルAIとの提携」でも、収益化の設計、対象業務、KPIはかなり異な
る。 

大手法律事務所の組織変革

成功事例に共通するのは、AI導入をIT部門の単発施策にせず、経営直轄の変革プログラムとして扱っているこ
とである。具体的には、中央のAI/イノベーション組織、業務部門ごとの実験リーダー、知識管理・教育・リ
スク管理の横断連携、さらに一部ではデータサイエンティストやAIエンジニアの内製化まで進んでいる。 
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https://clearbrief.com/blog/clearbrief-partners-with-dykema
https://www.harvey.ai/customers/a-and-o-shearman
https://www.aoshearman.com/en/expertise/markets-innovation-group


事務所 中核組織 チーム構成 主な役割
導入プロセ
ス

ガバナンス

教
育・
人材
配置
の変
化

出典

A&O
Shearman

Markets
Innovation
Group

弁護士、開
発者、テク
ノロジスト

AI導入、クライ
アント向けソ
リューション
開発、
ContractMatrix
構築

ベータ試行
→ リング
フェンス環
境 → リス
ク・用途特
定 → 全所展
開 → SaaS
化

サンドボッ
クス、堅牢
なガバナン
ス、
precedent
groundingで
ハルシネー
ション低減

弁護
士が
テス
ト・
改善
に直
接参
加。
処理
作業
から
戦略
作業
へ時
間を
再配
分

A&O公
式・
Harvey顧
客事例 

Ashurst

Office of the
Chief Digital
Officer、
Knowledge &
Expertise、
Ashurst
Advance

CDOチー
ム、K&E、
早期採用者
ネットワー
ク、弁護
士・事務局

試行設計、学
習設計、ガー
ドレール、全
社展開

3回のグロー
バル試行 →
Harvey
PoC/パイ
ロット → 全
所展開 → 継
続レビュー

公開データ
限定の試
行、
rigorous
guardrails、
継続レ
ビュー

役割
横断
のデ
ジタ
ル理
解を
強
化。
教育
素材
を事
前に
整備
し、
早期
採用
者が
伝播
役

Ashurst公
式・Vox
PopulAI・
Harvey顧
客事例 
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https://www.aoshearman.com/en/expertise/markets-innovation-group
https://www.ashurst.com/en/insights/vox-populai-lessons-from-a-global-law-firms-exploration-of-generative-ai/


事務所 中核組織 チーム構成 主な役割
導入プロセ
ス

ガバナンス

教
育・
人材
配置
の変
化

出典

CMS

Chief
Innovation &
Knowledge
Officer、Legal
Tech、
Innovation/
Knowledge/
Technology

イノベー
ション責任
者、Legal
Tech、各
国/各拠点
の実装責任
者

導入支援、実
案件での利用
促進、ユース
ケース共有

初期試行 →
300人・12
か月パイ
ロット →
3,000人超へ
展開 →
7,200人へス
ケール

セキュリ
ティとガバ
ナンス要件
を重視

利用
者同
士の
成功
事例
共有
が中
核。
AIを
「日
常習
慣」
にす
るこ
とを
明示
目標
化

Harvey顧
客事例 

Cleary
Gottlieb

Practice
Innovation、
AI
Acceleration、
DLT、ClearyX

ディレク
ター、10人
のデータサ
イエンティ
スト/AIエ
ンジニア、
訴訟技術、
トランザク
ション技術

bespoke AI構
築、データ分
析、実務特化
ツールの内製

Springbok
AI買収 → AI
Acceleration
組成 →
Practice
Innovation/
顧客案件へ
統合

Responsible
AI、Client
data
protection、
ethics
compliance
を明示

非弁
護士
の技
術中
核人
材を
事務
所内
に本
格配
置。
外部
ベン
ダー
依存
から
一段
深い
内製
へ

Cleary公
式 
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https://www.harvey.ai/customers/cms
https://www.clearygottlieb.com/news-and-insights/news-listing/cleary-gottlieb-acquires-springbok-ai


事務所 中核組織 チーム構成 主な役割
導入プロセ
ス

ガバナンス

教
育・
人材
配置
の変
化

出典

Ropes &
Gray

AI leadership
team、AI task
force、
TrAIlblazers

シニア弁護
士、Chief
of AI
Strategy、
CIO、Chief
Strategy
Officer、
technology
experts

顧客へのAI助
言、内部ツー
ル活用、実務
部門別ロール
アウト

事務所全体
方針 → 実務
グループ別
ステアリン
グ委員会 →
プレイブッ
ク整備 → ト
レーニング

matter
phaseごとに
クライアン
トとAI利用
方針を協議

一年
目ア
ソシ
エイ
トに
約
400
時間
のAI
学習
クレ
ジッ
トを
付
与。
AIリ
テラ
シー
を昇
進前
提の
能力
に格
上げ

Ropes &
Gray公式 

Mori
Hamada &
Matsumoto

パートナー主
導 + Business
Development
+ 各拠点弁護
士

パート
ナー、
BD、全拠
点の弁護士

法改正初期整
理、多言語対
応、越境案件
支援

既存の自社
生成AI基盤
を前提に、
Harveyを導
入研修付き
で全所展開

レビュー前
提の運用。
ネイティブ
話者による
最終確認を
明示

各拠
点の
連
携・
翻
訳・
初期
分析
能力
が強
化さ
れ、
越境
案件
の障
壁を
縮小

Harvey顧
客事例 

公開情報が比較的厚い四つの事例について、組織像を簡略化して示す。
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https://www.ropesgray.com/en/services/practices/artificial-intelligence
https://www.harvey.ai/customers/mori-hamada-and-matsumoto


A&O Shearmanでは、MIGが単なる実験部門ではなく、弁護士・開発者・テクノロジストの混成組織として
Harvey導入とContractMatrix開発の両方を担っている。ここで重要なのは、AI導入部隊が「IT支援」ではな
く「法務商品の開発部隊」になっている点である。 

経営陣

Markets Innovation Group

弁護士・開発者・テクノロ
ジスト

サンドボックス/リングフェ
ンス環境

Harvey全所展開 ContractMatrix

約4,000人のスタッフ クライアント向けSaaS
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https://www.aoshearman.com/en/expertise/markets-innovation-group


Ashurstは、まず試行と測定を行い、その知見を教材・教育・ガードレールに落とし込んだうえで全所展開し
た。したがって、Ashurst型は「まず配る」のではなく、「まず証明してから配る」モデルといえる。 

Global CEO / Chief Digital
Officer

Office of the Chief Digital
Officer

グローバルGenAI試行Knowledge & Expertise

ガードレール・教材 Harveyパイロット

全所展開

4,000+ lawyers and staff

早期採用者ネットワーク

23

Chief Innovation &
Knowledge Officer

Legal Tech Team Innovation / Knowledge /
Technology

300人・12か月パイロット

実案件での利用支援

ユースケース共有

3,000+人で95%アクティブ

7,200人・50+カ国へ展開

9

https://www.ashurst.com/en/insights/vox-populai-lessons-from-a-global-law-firms-exploration-of-generative-ai/


CMSでは、成否のKPIが「導入したか」ではなく「習慣化したか」に置かれている。実際、95%のアクティブ
率という指標は、CMSがAIをライセンス配布ではなく現場定着の変革プログラムとして扱ったことを示す。 

Clearyの特徴は、Springbok AIの買収によってAIエンジニアとデータサイエンティストを丸ごと取り込み、AI
Accelerationを中核化した点にある。これは「法律事務所がAIベンダーを使う」段階から、「法律事務所がAI
制作能力を持つ」段階への移行を象徴する。 

補足すると、Ropes & Grayは組織図よりも人材育成面で示唆が大きい。全弁護士・業務支援職へのAI学習要
求に加え、一年目アソシエイトの年間目標時間の20%前後、約400時間をAI学習・実験に充てられる制度を導
入している。これは、従来ジュニア層が担っていた「時間のかかる下ごしらえ」をAIが削る一方、その代替と
してAI設計・検証・応用能力を初期キャリアの中心に据え始めたことを意味する。 

報酬体系の見直しと業務別影響

タイムチャージは、弁護士の専門性を「投入時間」に換算して請求する仕組みであり、長く標準モデルだっ
た。しかしAIは、要約、レビュー、比較、初稿作成など、これまで時間を要していた作業の一部を圧縮す
る。すると、顧客は「時間が減ったのに価格はなぜ下がらないのか」と問いやすくなり、事務所側は「時間
ではなく成果・品質・速度・安心をどう値付けするか」を迫られる。Thomson Reutersは、今後の法律事務
所モデルとして、時間課金継続型、価値ベース型、より先進的なfrontier型の三つを示しており、ACC調査で
も法務部門の61%が価格体系変更を求める意向を示している。 

加えて、現行の時間課金は、そもそも「働いた時間がきれいに売上になる」構造ではない。Clioの2025年ベ
ンチマークでは、利用率は38%、実現率は88%、回収率は93%であり、平均的な弁護士は8時間労働日のうち
最終的に2.4時間分の売上しか回収できていない。AIがこの非効率を改善するなら、顧客は割安を求め、事務
所はむしろパッケージ化・定額化で粗利を守るほうが合理的になる。 
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報酬モデル

現状
の位
置づ
け

長所 弱点 公開動向・事例 出典

時間課金

依然
とし
て主
流

説明しやす
い。案件変
動に強い

AIで時間が
縮むほど価
格合理性が
問われる

ACCでは58%が「事務所はAI効
率化を価格に反映していない」
と回答。ABAもAI利用時の合理
的報酬を注意喚起

ACC・ABA 

固定価格
急速
に拡
大

予見可能
性、顧客満
足、標準化
と相性が良
い

スコープ逸
脱に弱い

Clioではミッドサイズ事務所の
64%が固定価格、ソロ75%・小
規模65%も採用

Clio 

matter単
位のハイブ
リッド

伸び
やす
い

基本料で安
定、複雑部
分だけ追加
精算

運用設計が
複雑

Thomson Reutersは価値ベー
ス型・frontier型との混合を想
定

Thomson
Reuters 

サブスク/
リテイナー

継続
案件
と相
性

収益安定、
AI/KM投資を
回収しやす
い

SLA管理が
必要

Clioではミッドサイズ事務所の
27%がサブスク採用

Clio 

成果・価値
ベース

高難
度案
件向
け

時間ではな
く成果に連
動。戦略案
件で強い

成果定義が
難しい

ACCでは43%が価値ベース課金
の増加を予想

ACC 

顧客要求も変わっている。ACCの2025年調査では、法務部門の59%は外部法律事務所が自社案件でGenAIを
使っているかどうかを把握しておらず、これは透明性の不足を意味する。他方で、91%は効率化を最大の便益
とみなし、43%は価値ベース課金、35%はAI競争によるコスト低下を見込んでいる。Ropes & Grayがmatter
の各段階でクライアントとAI利用方針を事前に相談し、プレイブックや自己評価方法を提供しているのは、
この透明性要求への先回り対応と読める。 

以下は、公開事例の時短幅を踏まえた簡易モデルである。前提は「標準化しやすい契約レビューを月20件処
理するチーム」。AI導入前は1件10時間、平均単価5万円/時間で月売上1,000万円。AI導入後の工数削減率は
35%とし、これはA&Oの30%レビュー短縮、Ashurstの45%〜80%の初稿系時短などを踏まえた保守的仮定で
ある。なお、価格設定とAI/ITコスト配賦は本レポート試算である。 

モデル
月間処理

時間
月間売

上
月間原

価
粗利

粗利
率

読み方

AI前・時間
課金

200時間
10.0百

万円
4.0百
万円

6.0百
万円

60% 従来モデル

AI後・時間
課金

130時間
6.5百万

円
2.6百
万円

3.9百
万円

60%
顧客は得だが、事務所売上が減
りやすい

AI後・固定
価格

130時間
8.5百万

円
3.1百
万円

5.4百
万円

63.5%
顧客に15%程度の値下げを見せ
つつ粗利を維持しやすい
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モデル
月間処理

時間
月間売

上
月間原

価
粗利

粗利
率

読み方

AI後・サブ
スク

130時間
9.0百万

円
3.2百
万円

5.8百
万円

64.4% SLAと更新率が重要

AI後・ハイ
ブリッド

130時間
9.5百万

円
3.3百
万円

6.2百
万円

65.3%
速度・品質・リスク削減を価値
として回収

この棒グラフが示すのは、AI導入後も「時間課金をそのまま維持する」ことが、かえって売上防衛を難しく
する可能性である。Thomson Reutersは、AIにより節約された時間が高付加価値業務や需要拡大に再投資さ
れれば、時間課金の単純な縮小を超える可能性があるとみているが、それでもクライアントとの価格再交渉
は避けにくい。 

価格モデル別の月次売上試算

AI前時間課金 AI後時間課金 固定価格 サブスク ハイブリッド
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1

0

百
万
円
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この円グラフは、固定価格モデルが「値下げ」ではなく「原価構造の組み替え」であることを示す。AI導入後
は、単純に請求を減らすのではなく、AI/ナレッジ投資をコストとして織り込みつつ、粗利を維持しやすい。
Clioが固定価格やサブスクの拡大を強調し、ACCが価格変更要求の高まりを指摘する背景もここにある。 

業務別の影響をまとめると次のようになる。なお、以下の5段階評価は公開事例・市場データをもとにした本
レポートの分析評価であり、自動化可能性は5が高い、価値変化は5が価値上昇・1が価値低下、必要スキルは
5が高度な新スキル要求を意味する。 

業務
自動化可

能性
価値
変化

必要ス
キル

コメント

判例・法令調査の一
次整理

5 2 4
検索・要約は大きく自動化。価値は「検証と
絞り込み」に移る

契約レビュー 5 2 4
issue spottingと比較は機械化しやすい。交
渉方針設計は人間優位

DD一次抽出 4 2 4
大量文書の抽出は強く効率化。例外判断が差
別化ポイント

ドラフト初稿 4 3 4
blank page解消に有効。最終品質は知識・
修正能力で決まる

翻訳・越境資料の初
期把握

4 3 4 MHMのように越境案件の障壁を下げやすい

訴訟・主張構成の初
期案

3 4 5
初期案は作れるが、証拠整合・裁判所対応は
高度監督が必須

交渉戦略・案件全体
設計

2 5 5 AIが補助しても、価値はむしろ上がりやすい

64%

31%

6%

固定価格モデルの売上構成

労務原価 [2.6]
AI・ナレッジコスト [0.5]
粗利 [5.4]
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業務
自動化可

能性
価値
変化

必要ス
キル

コメント

規制対応・AIガバナ
ンス助言

3 5 5
需要増が見込まれるうえ、法的判断・組織設
計能力が必要

クライアント折衝・
経営説得

1 5 5 代替困難。信頼関係と文脈理解が主価値

最終レビュー・責任
ある署名

1 5 5 倫理・責任の観点から人間責任は縮まらない

競争シナリオ分析

市場全体でみると、AIは「法律事務所全体が一様に効率化する」よりも、「どのレイヤーで戦うかが明確にな
る」方向に働く可能性が高い。背景には、ALSP市場が2023年時点で285億ドル規模まで拡大したこと、Clio
が固定価格・サブスクの拡大を示していること、Thomson ReutersがAIで法務経済が三つのモデルへ分化す
ると論じていることがある。 

層 主対象業務
ビジネスモデ
ル

収益
性

主リスク 推奨アクション

価格
競争
層

定型契約、一次レ
ビュー、定型DD、
標準書面

低単価固定価
格、量重視、
API/テンプ
レート化

低〜
中

コモディティ
化、ソフト/ALSP
への置換、価格
崩壊

スコープを極限まで標
準化し、人的コストで
はなくワークフロー原
価で設計する

効率
化層

中堅企業法務、継
続顧問、複数国だ
が標準化可能な案
件

固定価格＋サ
ブスク＋一部
時間課金

中〜
高

ベンダー依存、
ナレッジ流出、
導入はしたが定
着しない問題

KM、プレイブック、教
育、顧客別AI利用方針
を統合し、再現可能な
サービスラインを作る

戦略
型専
門家
層

bet-the-company
案件、危機対応、
高度規制、複雑交
渉

価値ベース、
ハイブリッ
ド、プレミア
ム時間課金

高
人材不足、品質
事故、差別化の
抽象化

AIを補助輪に使い、判
断・関係構築・規制設
計・交渉設計に資源を
集中する

この三層モデルでは、もっとも危険なのは「価格競争層にいるのに、時間課金と人海戦術のまま残る」こと
だ。反対に、効率化層以上では、AIを理由に値下げするのではなく、AIで圧縮された工数を速度、可視化、リ
スク低減、365日対応力、ナレッジ接続力として再定義した企業が有利になる。 

このタイムラインは、3年では「実験」よりも「価格と運用設計」の勝負になり、5年ではAIガバナンスやナ
レッジ統合が競争力の源泉になり、10年では人間の判断・交渉・説明責任にプレミアムが残る、というシナ
リオを表している。Thomson Reutersの時間削減見通しとACCの価格改革圧力、ALSP市場の拡大を重ねる
と、この方向性はかなり現実味が高い。 

36
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定型業務の標準化と単価下落

AI導入からワークフロー再設計へ

高度助言でのAI利用開示が定着

ALSP・ソフトとの競争激化

固定価格・サブスクの拡大

AIガバナンス・越境規制助言が主戦場化

再編・大量処理専業化

顧客別AI運用・KM統合が標準化

人間判断プレミアムの定着

価格競争層

効率化層

戦略型専門家層

法律事務所のAI競争タイムライン
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法的・倫理的留意点と実務提言

法律事務所のAI導入は、技術導入というより、責任分配の再設計である。米国ではABA Formal Opinion 512
が、生成AI利用に際して弁護士の守秘、能力、依頼者とのコミュニケーション、合理的報酬を明確に論点化し
た。日本では個人情報保護委員会が2023年から生成AI利用時の個人情報取扱いについて注意喚起を出し、総
務省・経産省のAI事業者ガイドラインは、2026年時点でも非拘束のソフトローとしてリスクベースの自主的
対応を促している。EUではAI Actが成立済みで、禁止行為やAIリテラシー義務等の一部はすでに適用開始して
いる。これらを総合すると、法律事務所に必要なのは「生成AIを使うか否か」ではなく、「どのデータを、
誰が、どの監督の下で、どの説明責任付きで使うか」を統制することになる。 

論点 米国 日本 EU 実務上の含意

AI利
用開
示

義務は一般法で一律ではない
が、ABAは依頼者とのコミュニ
ケーション義務を強調。ACCは
外部弁護士向けAIガイドライン
雛形を提供

法律実務固有の
統一開示ルール
は未成熟だが、
顧客要求は増
加。日弁連もG7
声明に参画

AI Actは分野
横断で透明
性・AI
literacyを重
視

顧客別に「AI利用方
針説明書」を用意
し、案件開始時に開
示範囲を決める

責任
分配

AIは補助であり、最終責任は弁
護士。合理的報酬も実際の労力
と整合が必要

ソフトロー中心
だが、利用者の
リスク認識と自
主的統制を要求

リスクベース
で事業者責任
を整理

「human in the
loop」を形式ではな
くレビュー手順に落
とし込む必要

機密
性・
個人
情報

守秘義務とデータ取扱いが中
核。NISTもGenAI固有リスク管
理を提示

PPCは生成AI利用
時の個人情報保
護法遵守を明
示。一般公開型
生成AIへの機微
情報入力は慎重
対応が必要

AI Actに加え
GDPR・秘密
保持との整合
が必要

コンシューマー向け
AIではなく、
enterprise契約・ロ
グ管理・保持期間管
理を基本にする

弁護
士倫
理・
品質

competence、 supervision、
fee reasonablenessが明示

日本では直接の
統一倫理意見は
まだ厚くない
が、日弁連はAIの
影響を会務方針
やG7声明で認識

司法・法務分
野へのAI利用
は高い注意義
務が前提

出典検証、証拠整
合、レビュー記録を
必須化する

規制
動向

倫理指針、NIST、州法・裁判
所ルールが並行。連邦の包括法
より分散的

AI事業者ガイド
ライン第1.2版へ
更新継続。非拘
束だが実務規範
性は上昇

AI Actが実施
段階へ

多国籍案件では最も
厳しい地域基準へ寄
せる運用が無難

日本の実務では、個人情報保護委員会の注意喚起とMETI/総務省ガイドラインが最低ラインになる。特に、依
頼者の秘密情報や要配慮個人情報を、学習利用や第三者提供の統制が弱い一般向けAIに投入しないこと、ロ
グ・保持・権限制御を持つenterprise基盤を前提にすることが重要である。長島・大野・常松の実務解説も、
弁護士の指示・管理のない生成AIとのやり取りについて、秘匿特権や開示リスクの観点から慎重姿勢を示して
いる。 

最後に、実務への提言を、法律事務所・弁護士個人・クライアントの三者別に整理する。
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対象 短期施策 中期施策 長期施策 KPI例

法律事務
所

生成AI利用方針、
データ分類、承認
ツール一覧を策
定。3業務でPoC
実施

固定価格/サブスク
対象業務をサービ
スライン化。KMと
プレイブックを統
合

独自ワークフ
ロー、API、顧客
共有スペースを整
備し、AIをサービ
ス基盤化

6か月で研修受講率80%
以上、1年でPoC3件本番
化、3年でAI活用案件比
率50%、5年で非時間課
金売上比率30%

パート
ナー/個
別弁護士

出典検証チェック
リスト、プロンプ
トテンプレート、
禁止入力ルールを
徹底

AI利用を前提にし
たレビュー、交
渉、説明責任の型
を確立

AIを使う前提の案
件設計と、AIを超
える判断・説得能
力の強化

3か月で全弁護士チェッ
クリスト運用、1年でAI
起点の差戻し率半減、3
年で戦略案件比率上昇

ナレッ
ジ/IT/イ
ノベー
ション部
門

ツール評価、ロ
グ、監査、保持期
間、権限管理を統
合

practice group別の
ユースケースと教
育を内製化

ベンダー依存を
減らし、独自ナ
レッジ資産と分
析基盤を蓄積

6か月で承認ツール
100%登録、1年で実務
テンプレ20本、3年で社
内ナレッジ接続率70%

クライア
ント法務
部

外部弁護士向けAI
質問票と利用ガイ
ドラインを整備

案件類型ごとに価
格モデルを分け、AI
利用時の値引き/速
度/SLAを交渉

外部弁護士と共
有ワークスペース
を作り、共同でAI
利用ルールを設
計

半年で主要法律事務所
100%から開示取得、1
年で固定価格対象案件
20%以上、3年で外注コ
スト対効果KPIを可視化

要するに、短期では「使う前に守る枠組み」を作り、中期では「再現可能な価格と運用」に落とし込み、長
期では「事務所固有の知識資産と顧客接点」をAIに接続することが必要である。AIそのものは差別化しにくく
なるが、知識、品質管理、説明責任、顧客設計は依然として差別化の源泉に残る。 

主要出典

日経関連の確認には、日経Smart Workの掲載痕跡とニッケイ記事IDの第三者記録を用いた。原文題名・URL
候補・掲載痕跡の確認には、日経Smart Workの一覧表示とブックマーク記録を参照した。 

提携・導入事例の基礎資料としては、A&O ShearmanのHarvey提携発表、Markets Innovation Group説明、
HarveyのA&O Shearman、CMS、Ashurst、Mori Hamada & Matsumoto顧客事例、AshurstのHarvey展開発
表およびVox PopulAIレポート、ClearbriefのDykema発表、ClioのClearbrief紹介を優先した。 

組織変革・人材配置では、Cleary GottliebのSpringbok AI買収とPractice Innovation、Ropes & GrayのAI
leadership team、TrAIlblazers、実務グループ別導入の説明を用いた。 

市場データと価格モデル分析では、Thomson ReutersのFuture of Professionals Report 2025、2025
Generative AI in Professional Services Report、AIと法務経済に関する解説、ALSP 2025 Report、ACC/
Everlaw調査、Clioの2025 Legal TrendsおよびKPIベンチマークを基礎にした。 

規制・倫理面では、ABA Formal Opinion 512関連資料、NIST AI RMFおよびGenerative AI Profile、個人情報
保護委員会の生成AI注意喚起、経済産業省・総務省のAI事業者ガイドライン、EUR-LexのAI Act、日弁連のG7
Bars Statement、長島・大野・常松の実務解説を参照した。 
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